
学校教育目標 「進んで学ぶ子・心の豊かな子・明るく元気な子」

狭山小だより

「大きな成長が見られた１年間。」「大きな成長が見られた１年間。」
～ 全ての子供が着実に成長しています。 ～

校 長 田 島 浩

月日が経つのは早いもので、今週末からは３月になります。大寒
波が去り、春の息吹が至る所で感じられるようになることでしょう。

学校は卒業式や修了式をひかえ、１年間のまとめとしての最後の月

になります。

この１年間を振り返ってみますと、様々な点から子供たちの成長を感じます。紙面の都

合上、小学校の入口と出口の学年である１年生と６年生を取り上げます。

まず１年生。保育園や保育所、幼稚園を出たばかりで、４月当初は学校生活への戸惑い

も多かったようです。友達が周りにいなくて不安だった子供
も、今では多くの友達に囲まれています。授業を真剣に受け、

わからないことがあれば友達や担任に質問できるようになり

ました。先日年長児が来て、１年生との交流会をしましたが、

その時に成長の大きさを感じました。年長児に対してとても

親切に、そして学校生活について教えてあげることもできて

いました。１年生は、もうすぐ上級生になるのですね。

次に６年生。「学校の顔」として、下級生をリードしてくれ

ました。運動会や市内体育祭、市内音楽会では、最高学年と

しての役目を果たしてくれ、頼もしさを感じました。また、
通学班の班長・副班長として「安全」を意識して、下級生を

学校に連れてきてくれました。さらにクラブや委員会の部長

・副部長として、リーダーシップを発揮してくれました。私

は小学校生活の思い出の一つにしてもらえたらという思いで、

６年生と校長室で「会食」しました。うれしかったことは、

自分の将来の目標を持ち、夢の実現に向けて努力している子供たちがいることです。夢や

目標に向かって、力強く前進してほしいです。

子供たちはいろいろなことに挑戦し、数多くの失敗を経験しながら、一回りも二回りも

着実に成長しています。これまでに積み重ねてきたことや毎日のように取り組んできたこ
とを、最後までやり遂げたことで自分自身の力となり自信となっていきます。残りわずか

となった３学期ですが、子供たちに寄り添いさらに力をつけさせたいと考えています。
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３月の生活目標 「一年のまとめをしよう。」

【授業研究会（３年）】 ２月４日（火） 寺西教諭・江口教諭

今年度最後の授業研究会（算数）がありました。３年生以上

は習熟度別学習を行ってきましたが、この日は学年を３つに分

けずに２つのまま行いました。ただ４人組の「学び合い」や「ジ

ャンプ課題」は、従来通りに行いました。習熟度別学習やクラ
スでの一斉指導、それぞれのよさを感じることができ、次年度

へ向けての課題も見つかりました。

【命の授業（５年）】 ２月５日（水）

入間看護専門学校の先生で、助産師でもある方をお招きし、

「私たちが産まれたということ」をテーマに、授業をしていた

だきました。出産は奇跡的であることや産まれてこなかった命

もあること、命を大切にすること、困ったことがあれば一人で

抱え込まず相談することなど、多くの学びがありました。児童
生徒の自殺者数が過去最多になったという報道がありましたが、たった一つしかない命

です。命を守るために、苦しくなったら誰にでもよいのでぜひ相談してほしいです。

【新入学児童保護者説明会】２月７日（金）

「狭山小学校の教育」と題し、スライドを使いながら説明し

ました。「学習習慣の確立」と「読書活動の充実」をお願いし

ました。「家庭学習」の時間は、１～３年生までは「３０分」、

４年生以上は「１０分×学年」すなわち６年生は６０分になり
ます。家庭における「読書活動」は、「毎日５分間読書」を推

奨しています。毎日実践できるといいですね。教職員一同、お子さんのご入学を楽しみ

にしています。

【保幼小交流会（１年）】２月２１日（金）

ゆりかご保育園と二本木保育所の年長児が来校しました。小

１ギャップを少しでも軽減させるために、交流会を実施してい

ます。あいさつの仕方を教えたり、校歌を紹介したりしました。

さらに椅子に座らせて名前を書いてもらったり、ランドセルを
背負わせてあげたりもしました。年長児も１年生も、笑顔いっ

ぱいの交流会になりました。

この１年間、保護者や地域の皆様には、常に温かいご支援やご協力をいただきました。

４月からは新しい年度がスタートいたします。皆様方に感謝を申し上げます。誠にあり

がとうございました。


